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◆ 対応事例 

 

対応事例１ 

 

件名 巣から落ちたヒナの対応について 

概要 

 

道端に野鳥のヒナが落ちていました。 

近付いてもじっと動かないので保護をしたが、どうすればいいですか。 

対応 

 

 

 

 

 春先から夏にかけては野鳥にとって巣立ちの時期です。最初のうちはうまく

飛べずに巣から落ちてしまうケースがよくあります。 

 ヒナは、親鳥から飛び方や餌の採り方、危険の回避方法などを学ぶ必要があ

るため、拾って連れ帰らずに、近くにいる親鳥が子育てを再開できるようにし

ましょう。 

 手が届くようでしたら、ヒナを巣に戻してあげてください。難しいようでし

たら、土地管理者に了解を取った上で、適切な空き容器などで作った仮巣にヒ

ナを入れ、親鳥が見つけられるように近くの木などにひっかけてください。 

 

参考『ヒナを拾わないでください』 

https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/nature/ 

animals_plants/birds/young_bird.html 
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